
いつもと違う「当たり前」が始まります。 

校長 川田 善男 

本日、ほぼ２か月遅れではありますが、令和２年度の学校生活がスタートしました。小林一茶の俳句

「雪溶けて 村いっぱいの 子供かな」が連想され、やはり学校は子供たちがいてこそ学校なんだと改

めて感じました。保護者の皆様には、臨時休業中、お子様の養育に多大なご努力をいただきました。深

く感謝申し上げます。しかし、同じ一茶の「めでたさも 中くらいなり おらが春」のように、手放し

で学校再開を喜ぶわけにはまいりません。新型コロナ感染症がまだ完全に収束したわけではなく、いつ

第二波が来るかもわからない中での手探りのスタートとなります。様々な場面で、いつもと違う「当た

り前」に適応していかなければなりません。そこで、富士小学校では、次の３点を重視して今後の教育

活動を進めていきます。 

① 子供たちの心が安定するような「居場所」を作っていきます。 

② 徹底した感染防止対策を行うとともに、自分の健康を自分で守れる力を育てます。 

③ 感染症対策に配慮しつつ、子供たちの学びの場を保証します。 

学校行事の大幅な中止・変更や、学習・生活両面での様々な制約のもと、子供たちの心を安定させる 

ことが最も大切です。授業時数が少ないからと、無理やり詰め込むような学習はいたしません。逆に、

自分で考え自力で学習を進めることのできる子どもを育てていきたいと考えています。 

 先月号に「凧」の話を載せましたが、一茶の句にも「大凧の りんとしてある 日暮れかな」があり

ます。我々教職員一同、目先にとらわれず、ゆったりとした広い心で子供たちと歩みを進めていきたい

と思います。今後ともお力添えのほど、よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

６月の行事予定 

今後の行事予定 

中止 ・交通機関を使用する校外学習 

・４年生宿泊学習 ５年生霧ヶ峰移動教室 ６年生日光林間学園 

・連合運動会 

・水泳指導 ・土曜授業の公開 ・全国、東京都、台東区各学力調査 

規模を縮小して実施 ・運動会(９月２６日(土)) 

※行事予定は詳細が決定次第随時お知らせしてまいります。HPもご確認ください。 
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１日(月)～１８日(木) 分散登校 学年によって登下校時刻が変わります。詳細は

学年・学級通信をご確認ください。 １９日(金)～ 通常授業開始 

１１日(木) 保護者会 

１６日(火) PTA総会 

―120周年キャラクター「ふじたん」に決定！！！― 

昨年度、校内のみなさんから募集した「富士小学校120周年記念 

マスコットキャラクター」についてです。終業式の日、全校のみな 

さんで投票した結果…４年2組小堺咲月さんの「ふじたん」に決定し 

ました。ぜひ、覚えてくださいね。 

 

 

 


